
真剣なまなざし―試含を待つ選手たち (空手道大会より)

ぷ

響

萌える海と大地。さわやか交流堀l
エ イ /と 気 含 の入 つ た声 が館 内 に響 き

わ た り ます 。
4月 26日 、 町 総 合 体 育 館 で道 東 道 北 地

区空 手 道 選 手 権 大 会 が行 な わ れ た <さ ん
の 選 手 や 応 援 団 で に ぎ わ しヽ ま した 。

試 含 の 順 番 を 待 つ (写真 )チ ビ ッ子 選 手
の 表 情 |よ真 剣 そ の も の 。何 か に一 生 懸 命
打 ち 込 む こ と っ て 、 と て も素 敵 で す 。

キ ビキ ビ と した 動 き や 真 貧」な まな ざ し
生 き た 目 を 見 て こ の 日 |よイロか 心 が ス ッ キ
リ しま した 。

れ
ず

移
教

ニ

1992(平 成 4年 )
月号 NO.505日日臣



ヽ

ごみ処理う
しヽますか

ご
み
処
理
の
取
り
扱
い
汚
法
が

ぎ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
家
庭
で
は

で
き
て
い
ま
す
か
。

近
年
の
ご
み
問
題
は
住
民
の
ご

ぃ
諭
錠
配
勤
範
動
れ
”
勁
鱗
勝
訓

と
分
か
っ
て
い
る
も
の
を
家
庭
に

お
店
な
ど
の
過
剰
包
装
も
そ
の
ひ

ご
み
は
衝
国
で
ま
す
。

出
す
の

も
あ
な
た
。

わ
た
し
た
ち

一
人

Ｔ

め
ま
し
よ
う
。

ま
た
、

ご
み
は
必
ず
燃
え
る
ご
・

分
け
、

決
め
ら
れ
た
曜
日
に
各
地
一

シ
ョ
ン
に
出
し
ま
し
よ
う
。

ご
協
〓

、   分 別収集とはごみ処理の効率を高めるため

屯  辱窒潜曇暑選客拳声友袴岳釜望云雪支F総|ご
燃えるごみは決められた曜日の朝にゴミステ
ーションに出して<だ さい。

与導

|■モ4

区
分 分   類 ご み の 内 容

法
が
変
わ
っ
て

一
カ
月
が
過

Ｃ
は
、

ご
み
処
理
が
う
ま
く

の
ご
み
の
出
し
方
を
含
め
て

ア
ー
マ
で
す
。

の
ま
し
よ
う
。

ご
み
に
な
る

腔
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。

り
ひ
と
つ
。

ワ
の
も
あ
な
た
、

減
ら
す
の

∧
一
人
が
ご
み
の
減
量
に
努

０
ご
み
、

燃
え
な
い
ご
み
に

百
地
区
所
定
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー

こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

燃

や

せ

る

ご

み

台 所 の ご み 器奏ふ計節跡ぶ冒惣と野菜の皮
・

紙 < ず 索空腋蜂緩捲審国押
・雑誌・ダン

布 類 衣類 ・ボロ切れ ・シーツなど

木  < ず
梁?媛あれ想と

ず'枯れ木・立木伐

そ  の  他 たばこの吸いがらなど

燃

や

せ

な

い

ご

み

ワ
類力帥

ヤノ
△
ロ 与彰ラ空ギ発割ゐ基塁丁砦器雰洗超燃

や
せ
な
い
ご
み

そ  の  他

ゴ  ム  類 運動ぐつ ・サンダルなど

皮  製  品 <つ 。かばんなど

陶 磁 器 類 茶わん 。Illl・花びん ・植木鉢など
粗

大

ご

み

合き管Iじうと言と
原キ'橘薯讐警断ぢを害済)

※
寧響月/ケガスボンベなどは危険物なので運ベ

鉄 類 署峯々ミ行かな害マ(清涼飲料水
・

空  び  ん 療鹸冠象iヱ話呑き下'ビ
~ル・清

ごみ収入証紙。ごみ袋取扱しヽ販売店
1地区名 1販 売 所

地区名 販 売 所 地区名 販 売  所 薫  別 下 栃 棚 商 店
上 町 駅前高橋商店 栄  町 小 泉 時 計 店 崎 無 異 加瀬藤夫 方

緑  町 谷 藤 商 店 住 吉 町 山 崎 商 店 百 多 糠 境  商  店
緑   町 高 桑 商 店 伊 茶 仁 斎 藤 商 店 水 □ 薬 店
双 葉 町 近藤清浴 方 忠  類 笹 谷 商 店 栄  町 てつのや商店
双 葉 町 まる本Ч商店 浜古多糠 出 形 商 店 本  町 マルタカ高僑商店

ご

み
処
理

の
取
り
扱

い
方
法

で

ご

不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た

ら
役

場
保
健
住

民
課
環
境
衛
生
係

ま

で

お
問

い
合

わ
せ
く
だ

さ

い
。

▼
電
話

２
１
２
４
３
１

（
内
線

「
１
４
）

醇守|IⅢ



四

月

二
十

六

日
、

町

総

合

体

育

館

で
第

十

三

田
道

束

・
道

北

地

区

小

・

中

・
高

空

手

道

選

手

権

大

会

が
行

な

わ

れ

二

六

一
人

の
選

手

が
技

を

競

い

合

い
ま

し

た

。

会

場

は

選

手

と

た

く

さ

ん

の
応

援

団

や

父

兄

が

か

け

つ
け

熟

気

に
あ

ふ

れ

て

い
ま

し

た

。

こ

の
大

会

標

津

で

は

初

め

て

の
開

催

で
、

標

津

地

区

に

お

い
て
も

空

手

道

が
だ

ん

だ

ん

と

広

め

ら

れ

て

い
る

も

の

で
あ

り

、

こ

の

日

の
運

営

に
も

多

く

の
標

津

選

手

の
父

兄

が
役

員

と

し

て
活

躍

し

て

い
ま

し

た

。

熱

戦

が

繰

り

広

げ

ら

れ

た

試

合

の

結

果

は

次

の
と

お

り

で
す

。

標

津

選

手

の
み
第

四

位

ま

で
紹

介

し

ま

す

。

▼
優

勝
―

―

高

校

生

団

体

組

手

の
部

標

津

チ

ー

ム

▼
準
優
勝
―
―
▽
小
学
四
～
六
年
個

人
型
佐
賀
ニ
ナ
サ
ラ
さ
ん
▽
小
学
三

～
四
年
男
子
個
人
組
手
の
部
管
野
晶

彦
く
ん
▽
小
学
五
～
六
年
女
子
個
人

型
の
部
大
菅
小
百
合
さ
ん
▽
同
組
手

の
部
笹
木
真
由
美
さ
ん

▼
第
二
位
―
―
▽
小
学
三
～
四
年
女

子
個
人
型
の
部
大
菅
淳
子
さ
ん
▽
同

組
手
の
部
大
菅
淳
子
さ
ん
▽
小
学
五

・
六
年
女
子
個
人
組
手
の
部
大
菅
小

百
合
さ
ん
▽
高
校
生
男
子
個
人
型
の

部
五
十
嵐
賢

一
郎
く
ん
▽
高
校
生
女

子
個
人
組
手
の
部
藤
本
幸
子
さ
ん
▽

高
校
生
団
体
型
の
部
標
津
チ
ー
ム

▼
第
四
位
―
―
▽
小
学

一
～
二
年
女

子
個
人
組
手
の
部
高
橋
沙
苗
さ
ん
▽

第
十
三
回
道
東
・道
北
地
区

小
・中
告
同空
手
道
選
手
権
大
会

標
津
選
手
十
三
人
が
全
道
大
会
ヘ

鶴靭i鞘静標津

O S O岱 0あ 腕 鷹 淋 応 踊 銅

エイ /

決まつたか

女子選手の活躍もみられました

う 得 会  A 学 田 生 部 ▽ 組 小

ぎ 堂 ゐ 坐 千 缶 唇 暑 覇 畢 房 孟
い し 参 の ム 体 く 個 淳 女 部 |
ま た 加 選  組 ん 人 子 子 山 六

え
ど う 活  テ ヌ 寧 見 果 堰 安
め ブ 全  部 学 の ▽ 組 子 子
で も 道  標 生 部 高 手 さ 個
と 獲 大  津 高 小 校 の ん 人

スヂリきれも刊こ

標

津

地

区

町

内

会

連

合

会

（
疋

田

敏

一
会

長

）

美

化

衛

生

部

で

は

″
み

ん

な

の
街

を

み

ん

な

で
き

れ

い
に

″

と

呼

び

か

け

、

春

の

一
斉

清

掃

と

空

き

缶

ゼ

ロ
の

日
運

動

を

四

月

三
十

六

日

に
標

津

・
川

北

地

区

で
繰

り
広

げ

ま

し

た

。

雪

ど

け

か

ら

の
ぞ

か

せ

た

冬

期

間

の
ご

み
を

午

前

八

時

か

ら

約

一

・
二

時

間

に
わ

た

り

四

五

０

人

余

り

の
住

民

で
拾

い
集

め

ま

し

た

。

集

め

た

ご

み

は

四

ト

ン
ト

ラ

ッ
ク

約

二

十

台

、

あ

き

缶

や

タ

イ

ヤ

・
木

片

な

ど

ご

み

の
山

で
し

た

。

し

か

し

終

丁

後

は

き

れ

い

ス

ッ
キ

リ

と

な

り

ま
し
た
。

参
加
し
た
住
民
は

「毎
年
、

毎
年

よ
く
こ
ん
な
に
ご
み
が
出
る
も
ん
だ

ね
。誰

れ
が
捨
て
る
ん
だ
こ
の
ご
み
」

と
ご
み
量
の
多
さ
と
ポ
イ
捨
て
に
激

怒
し
て
い
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
標
津
を
作
る
た
め

一
人

一
人
が
自
分
の
ご
み
は
自
分
で
処
理

―】
ま
し
ょ
つヽ
。

一
斉
清
掃
に
参
加
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

―
―
缶
月
第
二
日
曜
日
は

「清
掃
の
日
」
で
す
。―
―

なりました

標津地区の清掃作業から



● SO母 鬱 範 囲 睡 囲 圃 弱 弱

4月 1日 か ら北方地域元居住者援護等推

と`ヽン
 樺 把啓晃官誌冒こをに会子香で是夕

がその

相談員の仕事 は次の ような内容です。

こ
の
た
び
、

標
津
町
商
工
会

婦
人
部

（伊
藤
洋
子
部
長
）
は

町
内
の
幼
稚
園
児

・
新
入
学
児

に
ぬ
く
も
り
の
あ
る
「愛
の
鈴
」

を
贈
り
ま
し
た
。

同
婦
人
部
は
昭
和
五
十
四
年

よ
り
毎
年
町
内
の
幼
稚
園
児
や

新
入
学
児
に
対
し
、

交
通
安
全

の
祈
願
を
こ
め
て
こ
の
鈴
を
贈

り
続
け
て
い
ま
す
。

鈴
の
回
り
を
黄
色
の
毛
糸
で

″鐘
ク
の
形
で
編
み
あ
げ
た
心
の

抑却韮翻蘊ホが離柳玖学児に

こ
も
っ
た
手
作
り
の
品
で
す
。

鈴
を
受
け
取
っ
た
同
部
教
育
長
は

「交
通
事
故
の
な
い
よ
う
主
音
を
伝

え
子
ど
も
た
ち
に
配
布
し
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

●矛居住者の援護対策等の相談指導
●北方領土返還要求運動の推進
●関係機関団体 との業務連絡
●その他元居住者の援護活動

同相談員の事務室は町農村環境改善セン

ターに置かれ、相談 日は月 ・火 ・水 ・木で

午前 8時 45分から午後 5時 15分までです。
町内に住む北方地域元居住者の方々どう

ぞ気軽にご相談などご利用 ください。

「鈴」が伊藤部長から岡部教育長ヘ

標津サーモンパTク P日名刺

町民曽んなで

じ
十

PRし ませんか。

町
で
は
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
が

オ
ー
ブ
ン
し
、

こ
の
素
晴
し
い
施
設

を
広
く
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
知

っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
方
法
と
し
て
Ｐ
Ｒ

用
名
刺
を
作
製
し
ま
し
た
。

現
在
、

町
の
職
員
が
先
が
け
て
利

用
し
て
い
ま
す
。

名
刺
の
台
紙
代
金
は
六
百
円

（百

枚
入
り
）
程
度
で
す
が
、

町
の
負
担

で
利
用
さ
れ
る
町
民
の
皆
様
に
は
無

料
で
提
供
い
た
し
ま
す
。

（印
刷
代

金
は
自
前
で
す
。）

ご
希
望
の
方
は
、

次
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

標
津
町
役
場
総
務
課

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
一
工

一
〓
工
こ
ま
で

▼
参
考
／
印
刷
代

百
枚
干
円



思ヽヽ出|ぺつ

）

思
い
出
し
べ
つ
四
回
目
の
今
月
号

は
長
く
標
津
町
で
教
員
生
活
を
送
り

標
津
中
学
校
々
長
を
最
後
に
退
職
さ

れ
た

「加
藤
　
実
」
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

加
藤
さ
ん
は
現
在
埼
玉
県
入
間
市

に
在
住
し
て
い
ま
す
。

加
藤
　
実
売

思
い
出
の

私
の
ふ
る
さ
と

十
月
六
日
、
日
本
テ
レ
ビ
の
道
束

句
の
便
り
で
故
郷
の
鮭
定
置
網
、

神

内
加
工
場
、

標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク

が
放
映
さ
れ
、

季
節
感
や
地
域
の
活

性
化
を
図
る
計
画
の
実
現
を
短
時
間

で
は
あ
っ
た
が
、

大
変
懐
し
く
心
を

傾
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
も
離
町
し
て
、

は
や
満
五
年
余

に
な
り
、

今
更
才
月
の
流
れ
の
早
さ

に
驚
い
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、

東
京

標
津
会
よ
り

「想
い
出
の
私
の
故
郷
」

と
云
う
テ
ー
マ
で

一
筆
と
の
こ
と
で

す
の
で
、

在
町
中
の
想
い
出
を
認
め

る
こ
と
に
し
ま
す
。

昭
和
三
十
七
年
四
月
、

北
方
領
土

を
眺
め
な
が
ら
古
多
様
へ
。

雪
が
溶
け
落
ち
た
小
川
か
ら

「
タ

モ
網
」
で
拘
上
げ
た
山
女
の

「
テ
ン

プ
ラ
」
で
迎
え
て
く
れ
た
。

そ
の
年

十
勝
岳
の
爆
発
に
よ
る
降
灰
が
知
床

連
山
に
あ
っ
て
、

山
の
幸
が
不
作
と

な
り
山
親
父
の
人
里
訪
間
の
熊
騒
動

誰
も
が
経
験
出
来
な
い
経
験
を
し
ま

し
た
。

）

薫
別
で
は
、

地
域
の
子
ど
も
達
の

科
学
的
思
考
力
の
伸
長
を
図
る
た
め

の

「
ミ
ニ
水
族
館
」
を
作
り
、

前
浜

で
と
れ
る
魚
貝
類
の
観
察
学
習
で
あ

っ
た

「
ホ
タ
テ
」
の
外
套
膜
官
Ｓ
↓

に
あ
る
単
眼

「
ア
サ
リ
」
と

「
ヒ
ト

デ
」
の
同
居
に
よ
る
被
害
の
確
認
、

水
槽
中
で

「
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
」

の
脱
皮
等
、

そ
し
て
道
教
委
教
育
長

が
水
族
館
学
習
を
祝
察
し
て
喜
ば
れ

た
こ
と
、

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十

四
日
父
親
の
仮
通
夜
の
祭
壇
の
前
で

川
北
中
学
校
行
き
の
内
示
を
受
け
た

…
…
。

　

　

　

（次
国
に
つ
づ
く
）

ｅ
ｅ
の
お
田

東

京

標

津

会

の
会

員

は

現

在

約

二

百

七

十

名

で
す

。

同

会

で

は

ま

だ

入

会

さ

れ

て

い
な

い
方

々

の
参

加

を

呼

び

か

け

て

お

り

ま

す

。

お

知

り
合

い

の
方

が

お

り

ま

し

た

ら

是

非

声

を

か

け

て
く

だ

さ

い
。

◎

寺京一京の牟昨幸ウの五―十　一

―

キ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

古多糠から望む北万領土クナシリ島

東京標津会マ員のみなさま、こ
のページを読んでいただけていま

すか、標津町での想い出――何ん
でも結構です。

お便よりお寄せください。一応
字数は400字話原稿用紙で2枚程度
です。送付先は在の事務局まであ
願いします。



職
員
の
給
与
は
，
民
間
企
業
の
徒

業
員
の
給
与
の
実
情
を
考
慮
し
て
定

め
て
い
ち
国
家
４
酵
損
の
給
与
や
他

の
地
方
自
治
体
職
員
の
給
与
に
準
じ

て
き
め
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

具

体
的
に
は

「
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
」
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
概
要
に
つ
い
て
、

ど
紹
介
い

た
し
ま
す
。

人
件
費
と
は
、

職
員
に
支
給
さ
れ

る
給
与
の
ほ
か
に
、

使
用
者
が
負
担

す
べ
き
共
済
費

（保
健

・
年
金
な
ど

の
経
費
）
な
ど
を
合
む
広
い
範
囲
の

費
用
を
い
い
ま
す
。

な
お
「
一
般
会
計
」と
は
、
「病
院
事

業
」・「水
道
事
業
」
。「下
水
道
事
業
」
・

「国
民
健
康
保
険
事
業
」
等
の
九
つ
の

特
別
会
計
を
除
く
会
計
を
い
い
ま
す
。

O人 件費の状況(一般職員分)

区 分
住 民 基 本 台 帳 人 口

(年度末)
歳 出  額

A
実 質 収 支 人 件  費

B
率
＞腰掬

人
＜

度
込

年
見鹿

算
平
決

人

6,86]

千円

7,123,229

千Fr

24,609

千円

9 6 3 , 4 2 2

%

1 3 . 5

O職 員給与費の状況(当初予算計上分)

区  分

職 員  数

A

人 件 費 人件費

合 計
B

1人当の

人件費
B/A

給 費
共済費給 料 職 員 手 当 期末・勤勉手当 計

平成 4年 度

子円

438,847

千 円

95,099

千円

216,547

千円

750,493

子Ft

1 5 3 , 5 5 [

千円

904,046 6.551

(注)職 員手当には退職手当を合んでおりません。

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(平成4年4月1日現在)

(注)経 験年数は、職員として採用され引き続き勤務している年数です。

O特 別職の報酬等の状況(平成4年4月十日現在)

区 分 給料等月額 仰 ) 期末手当の
支 給 割 合

給

料

田丁 長 770,000

年5.45月分
助 役 616,000

収 入  役 554,000

教 育  長 554,000

報

酬

議 長 243,000

年5.45月分
副 議  長 194,000

常任委員長 177,000

議 申貝 163,000

⑥職員の平均給料月額、平均給与月額
及び平均年齢の状況(平成4年明1日現在)

※中標津町、別海町、羅白町の特別職の報酬は、標津町と同
額です。

経 験 年 数 区 分 1 0 年～ 1 5 年
何 2 0 年～ 2 5 年 田 3 0 年～ 3 5 年停

一 般 行 政 職

(一般事務 ・保母等)

大  学  卒 255,400 340,400 457,800

高  校  卒 224,800 315,200 387,900

区 分
一 般  行
(一般事務

職
鞠

政
触

平 均 給 料 月 額 ( 円) 269,300

平 均 給 与 月 額 ( 円) 310,800

平 均 年 令 ( 才) 37.8

(注)給 与欄は、給料に扶養手当を加えた額です。



今
月
は
、

軽
自
動
車
税
（全
期
）と

固
定
資
産
税
（
１
期
）
の
納
期
で
す
。

５
用
釧
日
が
日
躍
日
で
す
の
で
６

月
「
日
ま
で
に
次
の
所
に
納
入
願
い

ま
す
。

１
、

町
指
定
金
融
機
関

根
窒
信
用
金
庫
各
本
支
店

２
、

町
収
納
代
理
金
融
機
関

標
津
町
農
業
協
同
組
合
、

懐
津
漁

業
協
同
組
合
、

北
海
道
労
倒
金
庫

中
標
津
支
店
、

北
海
道
施
殖
銀
行

中
標
津
支
店
、

北
洋
銀
行
中
標
津

支
店
（
釧
路
商
工
信
用
組
合
中
標

津
支
店

３
、

収
納
代
理
郵
便
宮
署

町
内
各
郵
便
電

４
、

収
入
役
・出
納
員
。現
金
取
扱
員

参
年
も
自
動
車
税
を
納
め
て
い
た

だ
＜
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

納
期
内

納
税
に
ご
協
力
＜
だ
さ
い
。

●
納
め
て
い
た
だ
く
方

４
月
１
日
現
在
で
、

陸
運
支
周
に

登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
者

で
す
。

な
め
、

□
―
ン
で
購
入
さ
れ
た
場

合
な
ど
、

売
主
が
所
有
権
を
留
保
し

て
い
る
場
合
は
、

買
主
で
あ
る
使
用

者
で
ヴ
。

●
納
め
て
い
た
だ
く
時
期

納
期
は
５
月
‐５
日
０
か
ら
６
月
４

日
０
ま
で
で
す
。

納
税
通
知
書
は
５

月
佗
田
こ
ろ
に
送
付
し
ま
す
の
で
忘

れ
ず
に
納
期
内
に
納
め
ま
し
よ
う
。

●
納
税
通
知
書

納
税
通
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る

納
税
証
明
書
は
、

車
検
を
受
け
る
と

き
に
出
要
で
ヴ
の
で
、

車
校
証
と

一

緒
に
大
切
に
保
管
し
ま
し
よ
う
。

詳
し
＜
は
根
室
支
庁
地
力
部
税
務

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
（○
「
５
３
２
）
３
１
６
１
３
４

・
一
「

，
・
内
線

！５３
ァ

平
成
３
年
度
の
労
曰
保
険
栂
確
定

申
告
と
平
成
４
年
度
の
概
算
申
告

・

納
付
は
５
月
循
日
ま
で
で
す
。

次
の
力
法
で
早
め
に
手
続
き
さ
れ

る
よ
う
め
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
申
告
書
の
提
出
方
法

「労
□
保
険
概
算

・
確
定
保
険
対

申
告
書
」
は
保
険
栂
と
と
も
に
銀
行

・
郵
便
局
叉
は
、

釧
路
労
働
基
準
監

督
署
の
い
ヴ
れ
が
へ
申
告
納
付
し
て

下
さ
い
。

●
労
働
候

事
殺
組
△口
へ
の
委
託

労
倒
保
険
の
事
務
を
労
働
保
険
事

務
組
合
に
委
託
し
ま
す
と
、

保
険
糊

の
の
割
納
付
と
、

事
業
主
や
家
族
従

事
者
の
労
喪
保
険
の
特
別
加
入
が
認

め
ら
れ
る
ほ
か
、

各
種
手
続
き
の
指

導
、

事
務
代
行
も
受
け
ら
れ
ま
す
の

【で
、

労
働
保
険
事
務
組
合
へ
の
事
務

委
託
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す

ｏ

申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

釧
路

労
働
基
準
監
督
署
労
喪
課
適
用
徴
収

係
（
ａ
０
１
５
４
‐
４
２
‐
９
ア
「
「
）

へ
お
た
げ
ね
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
悩
ま
す
、ま

す
相
談
を
／

「民
生
委
員

・
児
童
委
員
」
は
地
域

の
曽
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
蒐

現
在
標
津
町
に
は
栂
名
の
民
生
委

員

・
児
童
委
員
が
各
地
区
を
担
当
し

「家
族
の
問
題
号
お
年
寄
り
の
介
護
」

「生
活
費
の
問
題
ヽ
健
康
問
題
」
「福

祉
制
度
の
利
用
法
」
な
ど
の
階
み
、

相
談
に
営
さ
ん
と
共
に
老
え
、

解
決

の
糸
□
を
見
つ
け
る
手
助
け
を
し
て

い
ま
す
。

◆
標
津
民
生
児
童
委
員
協
議
会
事
務

同
　
役
場
福
祉
課
内

容
２
１
２
１
３
４

５
円
々
日
か
ら
フ
日
ま
で
は
憲
法

週
間
で
す
。

そ
の
行
事
の

一
環
と
し

て
、

次
の
と
お
り
民
事

・
家
事
調
停

受
付
相
談
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご

利
用
＜
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
平
成
４
年
５
月
確
日

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

川
北
公
民
館

釧
路
家
庭
裁
判
所
標
津
出

張
所

・
標
津
簡
易
裁
判
所

標
津
調
停
協
会

▼
相
談
員
　
調
停
委
員

裁
判
所
書
記
自

▼
相
談
事
項
　
金
銭

・
土
地
建
物

・

夫
婦

・
親
子
相
談
等

▼ ▼
主 場
催 所

サラリーマンと税

サラリーマンの結料や/Th
一ナス|こほ所得税がかかり

ます。

この所得税は、倫栂やポ
ーナスなどの支払いを受け

るときに源泉徴収されるこ

とになつています。

●詳 し<は 、最寄りの税務

署 ・税務相談奎ヘ

「法務局」毎週土曜日は
休みで曳

法務高は、 5月 1日 から魯週土曜

国は休みとなります。

ご利用される方は、月躍日から金

躍日にお願しヽ します。



長
い
冬
か
ら
解
放
さ
れ
、

楽
し
い

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
が

ら
は
、

ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ジ
ヤ
ー
、

そ

し
て
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
、

屋
外
で
の
活

動
が
活
発
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、

こ
の
時
期
に
は
自
転
車
、

牙
―
ト
パ
イ
、

自
動
車
や
空
き
巣
狙

い
等
の
盗
難
被
害
が
多
＜
発
生
し
ま

す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

▼
自
転
車
は
必
す
施
錠
を
す
る
。

▼
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
の
つ
け

放
し
は
絶
対
に
し
な
い
。

▼
家
を
出
る
時
は
カ
ギ
を
必
す
か
け

る
。

▼
施
錠
の
で
き
る
設
備
を
必
す
つ
け

る
。

～
安
全
は
、

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と

ゆ
と
り
か
ら
～

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、

本
格
的
な

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

多
＜
の
人

マ
が
車
を
利
用
し
て
行
楽
な
ど
へ
出

か
け
る
機
会
が
多
＜
な
り
ま
す
。

例
年
、

こ
の
時
期
以
降
は
、

ス
ピ

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
無
理
な
日
程
の

疫
れ
に
よ
る
交
通
事
故
が
多
発
す
る

こ
と
か
ら
、

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者

の
万
は
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

ま
た
連
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

１
（
暴
力
国
に
は

一
切
金
を
出
さ
な

２
、

暴
力
団
を
利
用
し
な
い
。

３
、

暴
力
国
を
恐
れ
な
い
。

４
、

暴
力
団
に
施
設
を
利
用
さ
せ
な

い
。

５
、

暴
力
団
に
泣
き
寝
入
り
し
な
い
。

北
海
道
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー
は
、

暴
力
の
な
い
安
全
で
、

平
和
な
環
境

づ
＜
り
と
運
動
推
進
の
た
め
、

道
や

市
町
村
を
は
じ
め
、

多
＜
の
企
業
や

団
体
な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り
平
成
４

年
４
月
「
国
に
設
立
さ
れ
た
財
割
法

人
で
す
。

）

起
レ
護
し

渡
辺
清
掃
社
で
は
、

今
年
度
の
家

庭

・
事
業
所
な
ど
の
汚
水
ま
ヴ

（マ

ン
ホ
ー
ル
）
の
決
取
り
を
次
の
要
領

で
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
＜
だ

さ
い
。

●
汲
取
り
期
間

５
月
～
的
月
末
日

（冬
期
間
は
原

結
の
た
め
に
決
取
り
で
き
ま
せ
ん
じ

●
汲
取
り
区
分

家
庭
用
雑
排
水

（台
所
ま
た
は
風

昌
な
ど
の
汚
水

・
汚
泥
）
浄
化
槽

汚
泥
。

●
汲
取
り
単
価

４
０
当
た
り
８
円
劉
銭

（単
価
に

は
管
底
汚
泥
の
清
掃
と
消
費
税
も

含
み
ま
す
じ

●
申
し
込
み
方
法

渡
辺
清
掃
社

（２
１
２
２
２
０
）

ま
た
ほ
役
場
保
健
住
民
課
ま
で
。

平
成
４
年
度
の
畜
犬
登
録
及
び
狂

犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
め
り
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
、

飼
育
さ
れ
て
い

る
畜
犬
は
嚇
ぴ
登
録
と
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
よ
う
。

狂
犬
病
を
防
止
す
る
た
め
に
、

畜

犬
を
飼
育
さ
れ
る
方
ほ
予
防
注
射
の

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
の

機
会
に
肋
ず
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
め

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

記

●
畜
犬
登
録
と
予
防
注
射
は
、

生
後

９‐
日

（
３
ケ
円
）
を
超
え
る
畜
犬

は
ヴ
ベ
て
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
金
ほ
「
頭
当
た
り
４
６
４
０
円

（消
費
税
込
み
）
で
す
。

〈内
訳
〉

，
畜
犬
登
録
代
　
　
２
「
①
①
円

・
狂
犬
病
予
防
注
刻

２
５
４
０
円

※
ご
都
合
に
よ
り
、

こ
の
国
程
に
受

け
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
に
は

役
場
保
健
住
民
課
環
売
衛
生
係

（内
線
「
４
４
）に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

こ
の
場
合
に
は
注
射
料
金
が

巻
干
加
算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

平成4年度 畜犬登録及び狂犬病予防注射日程表

月 日 実 施 場 所 実 施 8 寺間

５
月
――
日
働

新  川  上  師 児 童 公 園 20-- 9 :4[

曙 性 児 重 公 園 前 10 : 00″ ヤヽ10

栄 町 児 童 公 園 50′ヽャ11 : 45

宋 消 防 署 前 13 : 00′ ウヽ43

緑 □ 公 民 館 前 43 :30本 ャ14:00

桜 / S t 瑚 望 ケ 丘 公 園 40-14

双 栗 任 ゲこ 重 雪  2全  『∃  日 14 : 50-15

５
月
確
日
側

無 異 ガU 瀬 膝 歴 様 宅 9 30-- 9

票 〉円  ト カ  云  官 目 目 的 10 : 10´ ヤヽ10

浜 百 彰 糠 奴 LJ〕糸 ― ↑表 モ ロJ 40:50ヘ ャ11 :00

上    ど5   彰    湘 」ヽ 学 校 入 □ 11 45-‐ 11

彰 糠 土 洒 映 吾 ゼ //γ
―

剛 40ヽャ13 : ?∩

澤 郎 菜 ゼ / / ター
13 30- 13 : 40

忍 類 生    洒    遥    副 13 50ヘヤ14

伊    茶    イ 王 町 内 会 館 前 30- 15 : 00

５
月
１３
日
側

東 浜 杯 秀 娃 様 宅 前 9 15-  9

1王 □ 宝 洒 館 前 9 40‐-10 : 00

」不 義 博 様 宅 前 0 lC-10

茶 忘 骨 パ イ ロ ッヽト 地 困 会 館 前 0 30-10 :40

余 に 王 洒 瑛 善 セ _ / タ
ー

0 50-‐ 11

】し桜 ケ 丘 瑚 | ヨし 公 民 館 前 3 00-13 : 30

寿   岨 |  】 に )肖  『汽 皐雪 亡 3 40ヘー44 : 00
| 】に  ラ / 1 ・歴 様 宅 前 4 : 40-14

】し 共 栄 田 上 出 組 事 務 所 前 4 : 40ヘー15



標津町長杯争奪ゴルフ大会
ゴルフでいい汗流してみませんかる

く夏婦大会〉
>日 時/平成4年6月14日個)正 午スター ト

レ会場/デユオゴルフクラブ 摩周湖コー

※大会事務局は標津篠田興業
(電話2- 2 1 7 9 )

ス

公
共
料
金
の
払
込
み
は
、

便
利
な

自
動
払
込
み
で
／

衝
月
払
込
み
の
水
道
栂

・
電
気
料

金

・
電
話
対

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（受
信
料
）、

ま
た
は
税
金

・
ガ
ス
等
の
払
込
み
は

安
心
便
利

・
有
利
な
通
常
貯
金
□
座

か
ら
お
支
払
い
す
る
こ
と
に
よ
り
、

つ
い
ウ
ツ
カ
リ
、

ま
た
は
あ
な
た
の

貴
重
な
時
間
を
南
効
に
…
…
手
続
は

簡
単
、

詳
し
い
こ
と
は
郵
便
目
の
窓

□
が
、

外
務
員
に
お
尋
ね
＜
だ
さ
い
。

休
診
い
た
し
ま
す

標
津
病
院
北
川
院
長
が
４

月
３０
日
を
も

っ
て
退
職
し
ま

し
た
の
で
、

産
婦
人
科
の
診

察
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
５
月
１
日
よ
り
体
診
し

て
お
り
ま
す
。

（標
津
町
国
民
健
康
保
険
標
津
病
院
）

5月12日は看護の日
名彰残の|もセ

仲腕 の1も1し

看護週間 5月10日～16日

日本看護協会北海道支部根室地区支部

ごみ証紙販売所取扱店!
変更と追加のお知らせ

ごみ証紙販売所取扱店の変更は一―川

上町金田寝具店から駅前高橋商店になり

ました。

取扱店の追カロは本町マルタカ高橋商店

です。まちがいのないようお求め<だ さ

しヽ。

●
上
日
光
夫
さ
ん
は
標
津
団
体
育
文

化
振
興
基
金
と
し
て

●
方
ホ
ー
ツ
ク
歌
練
会
中
標
津
支
部

は
社
会
福
祉
基
金
ヘ

●
菊
池
勝
祀
さ
ん
は
進
学
内
視
を
や

め
て
中
央
公
民
館
図
書
購
入
衰
と

し
て

●
池
日
隆
嘉
さ
ん
は
活
動
資
金
と
し

て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
大
沼
ヒ
サ
ヨ
さ
ん
は
香
典
返
し
を

や
め
て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
聖
友
標
津
支
所
ほ
活
動
資
金
と
し

・
て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
下
本
良
店
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や

め
て
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
高
橋
哲
三
さ
ん
は
中
央
公
民
館

図
書
窒
へ
図
書
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

●
平
丼
登
美
子
さ
ん
は
標
津
小
学

校
へ

一
輔
車
を
側
台
香
贈
さ
れ

ま
し
た
。

●
前
浪
時
子
さ
ん
は
中
央
公
民
館

図
書
窒
へ
図
書
を
彗
贈
さ
れ
ま

し
た
。

●
相
沢
ト
シ
さ
ん
は
中
央
公
民
館

へ
手
話
の
カ
セ
ツ
ト
テ
ー
プ
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

9

菅野 成美ちゃん 茶 志 骨 菅野 誓

しようたろう
日野翔太郎くん 曙  町 日野幸夫

お誕生おめでとう

め な ま え 住  所 保 護 者

さき
吉日 早 希ちやん 栄  町 吉田 祐 治

ゆうと
佐藤 雄 仁くん 新川上町 佐 藤 詩鹿

みささ
工藤 美 咲ちやん

ノノ 工藤 功 示

ともか
遠藤 智 佳ちゃん 本  田 遠藤 雅 博

おくやみ申し上げます
氏 名 住  所 年  齢

否川 賢太郎 さん 川 上 団 85歳



固
□
固
の
た
め
の

③
Ｏ
⑤
Ｏ
①

よ
く
か
ら
だ
を
動
が
そ
う
ゴ

自
分
の
か
ら
だ
の
状
態
に
合
わ
せ

て
、

積
極
的
に
か
ら
だ
を
動
か
す
こ

と
、

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
は
、

心
身
の
そ
う
快
感
を
得
る
の

に
役
立
つ
と
と
も
に
、

食
欲
を
高
め

ま
す
。

そ
の
た
め
豊
か
な
食
生
活
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
、

栄
養
の
バ
ラ
ン

ス
も
よ
く
な
り
ま
す
。

一
方
、

か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
に

よ
っ
て
、

肥
満
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、

筋
肉
が
弱
ま
る
の
を

防
ぎ
、

骨
を
丈
夫
に
す
る
の
に
も
役

立
ち
ま
す
。

〇
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、

お
な
か
を

す
か
せ
る
と
、

ご
は
ん
が
お
い
し

＜
食
べ
ら
れ
ま
す
。

）

①みつばは根元を落として、 2～ 3 cmに切 ります。

②チーズは l cm角のさいの目に切 ります。

①の りはさっと焼いてもみます。

④ ささみはスジ取 りをして、細 く切 り、塩 と酒で下味をつ

けておきます。

①卵 1コ と冷水を合わせて、140ccの卵液を作 り、小麦粉、
ベーキングパウダーとさっくり混ぜ合わせ、衣を作 りま

す。

①①～④の材料を全部、衣に混ぜ、一 日大にまとめ、中温
の油でカラッと場げます。

2～ 3 cmに

切 る。

①

さいの 目に

切 る。

スジを取 っ

て細 く切 り

ド味 をつけ

る。

⑤
襲
ゑ彩

②

Ocの

ぶり

●み つ ば , ・・… … … … … … … … … … 1 ヮ

●チ ー ズ ・………………………・・…・・…………50 g

●鶏 さ さみ … … … … … … … … … … 3本

偲IIIIII喚冒岳雪
●焼 きの り………・……………・……………2 枚●衣
1食]3jす交;ナと||1苫岩]

●ウ邦デ!由

1人分のエネルギー/270カロ リー

〇ベーキングパ ウダーを入れ ると衣が

カラッと仕上が ります。 カロ リーの

高 くな りがちな揚 げ ものですが、衣

をカラッとさせて、油切れ をよくし

吸油量 を減 らします。

≪献立の例>

●春野菜の混ぜす し

●みつばとチーズのかき揚げ

●キヤベツの梅和え

0と ろろ毘布のすま し汁

●いちこ

合計 80 2カ回 リー

③
電重電働汐

″椿f手ぶみ  ④

140cc― →

ヤ令ガく

小麦粉

馬差亀け 000θ ク

⑤ ⑥

10
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_

巧ゃん(H鍋め 隊仁●
●生まれた時の身長 ・体重ほ――。

身長/52 5cm  体 重/3,4803
●最近の身長 ・1/A重|よ―一。

身長/738c冊   体 重/40K8
●どんな子に育つてほしいですか。

「元気で誰れにでも好かれる人になつてほしい

です」とおBさ ん。

すごく人なつつこい剃2吾チャン。昼寝はしない
んだそうでヴ。この国、取材|こ行つたの|よ午後 1

時追ぎ。元気な顔で迎えて<れ ました。ダ ツヽコ、
タツコとせまつて<る から可愛いんです。お母さ
んの話だと誰れにでもダ ソヽコしてくれと要求する
そうです。知らないおじさん 。おばさんには気を
つけてね靱吾チャン。

西須暉勲さんちの覇

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
っ
て

な
あ
に
？

ヨ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
は
、

血
液
の

中
に
あ
る
脂
肪
の
う
ち
、

中
性
脂
肪
、

リ
ン
脂
質
、

遊
離
脂
肪
酸
な
ど
と
並

ん
で
代
表
的
な
も
の
で
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
血
管
を
も
ろ

く
す
る
動
脈
硬
化
の
原
因
に
な
る
た

め
に
、

と
か
く
悪
者
扱
い
を
さ
れ
ま

す
が
、

実
は
私
た
ち
の
体
に
と
っ
て

大
切
な
働
き
　
，
を
し
て
い
ま
す
。

④
体

を
つ
く
る
無
数
の
細
胞
の
膜
を
つ
く

る
。

②
副
賢
や
性
腺
な
ど
の
ホ
ル
モ

！）

ン
の
材
料
に
な
る
。

③
肝
臓
で
は
胆

汁
酸
に
作
り
変
え
ら
れ
て
、

脂
肪
の

消
化
吸
収
を
助
け
て
い
る
か
ら
で
丸

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
憲
玉

・
善
玉

っ
て
な
あ
に
？

ヨ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
自
体
に
は
、

良

い
も
悪
い
も
な
い
の
で
す
が
ぃ
脂
質

の

″運
び
屋
″
次
第
で
、

悪
玉
に
も

善
玉
に
も
な
る
の
で
す
。

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（Ｌ
Ｄ
Ｌ
）

は
、

体
の
末
檎
組
織
な
ど
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
運
び
入
れ
ま
す
。　

一
方

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（Ｈ
Ｄ
Ｌ
）は

体
の
各
組
織
に
た
ま
り
す
ぎ
た
余
分

な
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
取
り
除
い
て

肝
臓
に
運
び
込
む
働
き
を
し
ま
す
。

も
し
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
値
が
高
く
、

た
く

さ
ん
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
運
ん
で

動
脈
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
た
ま

っ
て
し
ま
う
と
動
脈
硬
化
が
進
み
ま

す
。

Ｈ
Ｄ
Ｌ
が
多
く
動
脈
壁
の
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
と
り
払
っ
て
く
れ
れ

ば
動
脈
硬
化
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。

よ
く
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高

い
と
心
配
す
る
方
が
い
ま
す
が
、

そ

の
場
合
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
、

血
液
中
の
す
べ
て
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
合
せ
た
も
の
で
す
。

つ
ま
り
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
る

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
、

逆
の
韮
Ｈ

玉
ヨ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
合
め
た
値
で

す
か
ら
、

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高

い
か
ら
と
言
っ
て
、　

一
概
に

″動
脈

硬
化
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
″
状
態

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

問
題
は
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ

ｓ
の
量
が
多
い
か

少
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
正
常
値

動
脈
硬
化
の
予
防
を
確
実
に
す
る

た
め
の
理
想
的
な
値
と
し
て
は
、

結

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
ー８０
ｍｇ
／
記
以
下
、

Ｈ
Ｄ
Ｌ
５０
曜
／
祝
以
上
に
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

（表
１
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。）

坂□保健婦

表 1 コ レステロールの正常値

LDLコ レステロール    90～ 130mg/d2

総コレステロール       130～ 220mg/d¢

HDL―ヨレステロール

うンH:          40～ 70mg/dセ

女141        45～ 80mg/dを

米lm〔d?=01リ ットル中に0001グ ラム合 まれ るこ とをホ丸
(い本lll脈収化 十会)



0

そ

の
昔
、

や
れ

バ
レ
ー
だ
、

や
れ

ス
キ
ー
だ
、

や
れ
剣
道
だ
と
、

ま

る

で
Ｔ
Ｖ
ド

ラ

マ
の
よ
う

に
青
春
し

て

ギ

ャ
ル
の
熱

い
視
線
を

浴

び
よ
う
と

努
力
し

て

い
た
主
人

と

一
緒

に
な

っ
て
、

今
年

で
も
う

八
年

目
。

月

日

の
経

つ
の
は
本
当

に
早

い
も

の
で
す

ね
。

牛
飼

い
の
家

に
生
ま
れ
な

が
ら

こ
こ
に
来

る
ま

で
、

牛

に
近

づ

い
た

り
、

触

っ
た
り
し
た
事
な

ど
な

か

っ

た
私
。

今

で
は
、

牛

の
方

が
怖

が

っ

て
私

に
近

づ
き
た
が
り
ま

せ
ん
。

午

だ
け
じ

や
な
く
、

お
と
う
ち

ゃ
ん
ま

一出
山
と
島
首
心
さ
ん

電
北
標
じ

小
さ

で
。あ

る
日
の
事
な
ん
で
す
け
ど
、

私

が
牛
合
に
い
る
と
、

娘
二
人
が
入
っ

て
来
た
の
で
す
。

す
る
と
、

上
の
娘

が
十
合
の
梯
の
方
を
見
て
、

何
を
想

い
出
し
た
の
か
急
に
、
「前
に
お
母
さ

ん
二
階
か
ら
落
ち
た
も
ん
ネ
。

」
っ
て

話
し
始
め
た
ん
で
す
。

ま
あ
そ
の
時

乾
草
が
私
の
落
ち
た
場
所
に
あ

っ
た

の
で
カ
ス
リ
傷
程
度
で
済
ん
だ
の
で

す
け
ど
。

そ
れ
は
い
い
ん
で
す
け
ど

突
然
下
の
娘
が
泣
き
出
し
た
ん
で
丸

私
は
て
っ
き
り
、

落
ち
た
と
言
う
話

）

を
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
し
て
泣
き
出
し

た
の
か
と
思
っ
た
の
で
す
。

自
由
し

く
、
「ど
う
し
た
の
？
」
っ
て
間
く
と

何
ん
と
、
「麻
美
も
落
ち
た
の
見
た
か

っ
た
」。
っ
て
、

そ
れ
だ
け
で
三
〇
分

以
上
泣
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。

「も

う

一
度
や
っ
て
み
て
と
…
…
」。
さ
す

が
に
私
も
心
の
中
で
泣
き
ま
し
た
。

そ
し
て
堅
く
決
め
ま
し
た
。

老
後
こ

の
子
の
世
話
に
だ
け
は
な
る
ま
い
と
。

家
に
帰
れ
ば
帰
っ
た
で
、

数
多
く
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
や
っ
と
や
っ

と
（力
を
入
れ
ま
す
け
ど
。）

二
人
日
で

生
ま
れ
た
我
家
の
長
男
は
、

小
さ
な

背
中
を
丸
め
て
、

お
坐
り
し
て
何
を

し
て
い
る
の
か
と
覗
き
込
む
と
、

な

ん
と
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
相
手
に
、

ブ

ラ
シ
片
手
に
人
形
の
頭
を
統
か
し
て

い
る
始
末
。

本
当
に
情
け
な
い
。

ま
あ
、

と
い
う
事
で
、

こ
れ
と
言

っ
て
何
か
を
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
が
、
じ
い
ち
ゃ
ん

。
ば
あ

ち
ゃ
ん
を
強
い
味
方
に
、

こ
の
小
さ

な
戦
士
達
相
手
に
振
り
ま
わ
さ
れ
、

怒

っ
た
り
笑
っ
た
り
、

毎
日
戦
っ
て

い
ま
す
。

次
の
あ
な
た
は
、

田
中
さ
ん
が

選
ん
だ
川
北
寿
町
の
木
庭
正
義

さ
ん
で
す
。

人□のうごき

平成4年 4月 4日 現在
( )内は前月比

世 帯 数 2,193世帯(-30)

人   口 6 , 8 6 1人 ( - 9 0 )

男   3 , 3 3 9人 ( - 4 4 )

女   3 , 5 2 2人 ( - 4 6 )

人
員
死
物

町内の交通事故

4月
( )内は累計

身 事  故  0件 (2件 )
傷  者  0人 (3人 )
亡  者  0 件 ( 1 件)

損 事  故  15件 (65件)

死亡交通事故ゼロの日

33日 (4月15日現在)

硯
§
０
自

▼
五
用

一
日
か
ら
屋
内
水
永
プ

ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

つ
年
は

一
カ
月
利
用
期
間
が
長

＜
そ
の
う
え
無
栂
で
す
。

私
の

経
験
か
ら
水
派
は
健
康
そ
の
も

の
ハ
ン
ツ

一
枚
で

（キ
ヤ
ツ
プ

も
嚇
要
だ
ね
）
温
水
に
入
る
だ

け
で
は
身
と
も
に
ス
リ
キ
リ
し

ち
や
う
ん
だ
か
ら
―
―
示
げ
な

い
か
ら
ナ
ー
、

ハ
ズ
カ
シ
ー
か

ら
ナ
ー
な
ん
て
嵩
わ
な
い
で
伺

も
考
え
ず
プ
ー
ル
に
入
っ
ち
ゃ

お
う

ｏ健
康
で
素
敵
な
体
が
で

き
ち
ゃ
う
よ
。

▼
ビ
ッ
カ
ビ
カ
の

一
年
生
、

多

年
入
園
し
た
幼
稚
園
児
や
保
育

園
児
、

元
気
で
登
校
（
園
）
し
て

ま
す
か
。

早
＜
な
じ
ん
で
友
達

た
＜
さ
ん
で
き
る
と
い
い
で
づ

ね
。

あ
父
さ
ん

。
あ
日
さ
ん
心

配
で
し
よ
う
ネ
、

気
馬
ち
が
よ

＜
わ
か
り
ま
す
。

▼
広
報
担
当
が

一
人
に
な
っ
ち

や
い
ま
し
た
。

厳
し
い
世
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、

力
強
く
生

き
ま
す
。

▼
引
き
続
き
広
報
し
べ
つ
に
対

す
る
ご
憲
見
や
ご
要
望
を
め
寄

せ
く
だ
さ
い
。

（よ
し
ゆ
き
）

12編集発行/標津町役場企画財政課広報統計係 標津町字標津3-5な 2-2131 印 刷'標津印刷株式会社


